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（論文審査の要旨） 

 悪性腫瘍は腫瘍の増大に伴って染色体不安定性を生じ、それが腫瘍の悪性度と関連す

る。我々は計 100人の婦人科悪性腫瘍患者を対象に術前に末梢血を採取し、血漿中 cell-free 

DNA を Massively Parallel Sequencing(MPS)法で解析することで、無侵襲的に腫瘍に由

来すると推定される Copy number alteration(CNA)の検出を行い、その結果と患者予後と

の関連性について検討した。DNA 解析結果は出生前検査で用いる胎児染色体数的異常の

検出に用いる解析アルゴリズムを利用し、10Mb 以上の CNA を認めた場合に陽性と判定

した。  

卵巣癌 36 例、子宮体癌 53 例、子宮頸癌 11 例（進行癌症例はなし）を対象に検討を行

い、全癌腫合計および卵巣癌、子宮体癌において病期分類Ⅲ期以上の進行癌で CNA 検出

率は有意に高く、また、進行癌では初期癌と比較して卵巣癌および子宮体癌において CNA

検出例が有意に高かった。さらに、全癌腫合計および卵巣癌、子宮体癌、子宮頸癌におい

て無増悪生存期間および全生存期間は CNA 検出例で非検出例に比較して有意に短いこと

を確認した。  

以上の成果は、婦人科悪性腫瘍患者血漿中 cell-free DNA を用いた腫瘍由来 CNA の検

出が、患者の術前の予後予測マーカーとして利用可能なことを示すものであり、学術的に

価値があり、学位授与に値すると判定した。  
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